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大仙市アーカイブズ 主席主査 高橋 一倫 氏 
 























と東京 23 区よりも大きい。東京 23 区が 600 キロ平方に対して、私どもは 800 キロ平方あるので、
二回りぐらい大きいところになります。本庁舎がこの赤丸のところです。旧大曲市の庁舎ですけ
れども、大仙市アーカイブズは黄色のマークのところです。車道でいくと 22 キロ、所要時間 35
分というところです。場所から見ても一番西側になります。このすぐ左隣が秋田市になっており
ますし、こちらも由利本荘になっているということで、右端が太田ということで、県境の奥羽山









色がかっています。100 年の一度の洪水が上がると 1メートルから 2メートル未満の浸水が予想






































































































































今の比較の話ですけれども、これは今見た黒沢三一さんのお宅にあった彼の SP です。LP じゃ









































































てましたね。やはり紙は 1000 年もったと。しかし、デジタルは自分の感覚では 100 年ぐらいだろ
うと。一番問題なのは、次々と保存形式が変わっていってしまう。これをどう担保するかという
ことを誰も言っていない。そこが非常に問題で、今後われわれ科学者たちが考えていかなければ
いけないことだと。確かにデジタルデータは利便性があって非常に扱いやすいです。拡大縮小自
由ですが、保存上の問題がある。ただ私はデジタル化はこれから進んでいくべき道だと思います。
一方では原本をちゃんと守るという、ここが重要だと思います。伝統芸能もそうだと思いますけ
れども、受け継いでいる方々はデジタルデータ化されたことによって安心するのではなくて、そ
れはそこできちんと残しておかないといけない。あくまでもデジタルデータにしたものは、その
時点でのものであると思います。デジタルデータ化は重要なんですけれども、伝承者、利用者、
それから保存する立場の人間の心というか倫理観も重要です。つまり、三者がデジタルデータの
限界と可能性をわきまえて、デジタルデータを利用するとき、非常に大きな力を発揮するんでは
ないかなというふうに感じます。大仙市アーカイブズのデジタルアーカイブへの取り組みという
ことでお話しさせていただきました。どうもご清聴ありがとうございました。 
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